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紹
　
介

山

口
尭

二
著

『
日
本
語
接
続
法
史
論
』

一局
　
山
　
釜
口　
行

本
書
は
、
接
続
法
の
史
的
研
究
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
る
。
接
続
法
に
つ
い

て
、
著
書
は
既
に
、
『古
代
接
続
法
の
研
究
』
（昭
和
五
十
五
年
、
明
治
書
院

以
下

「前
著
」
と
呼
ぶ
）
を
公
表
し
て
い
る
。
研
究
テ
ー
マ
は
共
通
す
る
が
、

前
著
で
は
共
時
的
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
通
時
的
研

究
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
接
続
法
の
推
移
が
上
代
語
か
ら
現
代
語
に
至
る
ま

で
通
史
的
に
考
究
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

一
編
　
接
続
表
現
の
広
が
り

第

一
章
　
上
代
語
の
文
と
句
の
連
接

第
二
章
　
古
文
に
お
け
る
接
続
表
現
―
―
順
接
と
逆
接
―
―

第
二
章
　
順
接
仮
定
条
件
の
飛
躍
的
な
連
接
法

第
四
章
　
現
代
語
の
順
接
仮
定
表
現

第
二
編
　
接
続
法
の
推
移

第
五
章
　
複
文
の
構
成

・
史
的
考
察

第
六
章
　
接
続
助
詞
の
分
析
化
と
接
続
詞
の
形
成

第
七
章
　
条
件
表
現
の
起
源

第
八
章
　
指
定
辞
を
取
り
込
む
分
析
化
と
そ
の
周
辺

第
九
章
　
逆
接
仮
定
表
現
の
末
流

第
十
章
　
格
助
詞
起
源
の
接
続
助
詞
と
そ
の
周
辺

第
十

一
章
　
原
因
理
由
表
現
の
推
移
傾
向

第
二
編

　

「現
実
仮
定
」
の
表
現
性

第
十
二
章

　

「
こ
と
め
で
ば
」
Ｊ
」
と
な
ら
ば
」
考

第
十
三
章
　
同
語
反
復
的
仮
定
表
現
の
情
意
性

第
十
四
章

　

「よ
し
さ
ら
ば
」
小
論

第
十
五
章

　
「さ
り
と
も
」
と

「さ
り
と
て
」

第
十
六
章
　
逆
接
仮
定
の
限
度
超
過
表
現

以
下
本
書
の
内
容
に
お
い
て
核
に
な
る
章
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
全
体
を
見

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第

一
編
で
は
、
上
代
か
ら
現
代
に
至
る
接
続
表
現
の
変
遷
の
実
態
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
「順
接
」
「逆
接
」
「仮
定
」
「確
定
」
と
い

う

一
般
的
な
概
念
に
よ
っ
て
条
件
表
現
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
前
著
で
は

「順

接
」
「逆
接
」
と
い
う
概
念
は
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
一
般
通
用
の

概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
接
続
表
現
の
全
体
像
が
理
解
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
。
専
門
外
の
読
者
は
こ
の
章
か
ら
読
み
始
め
れ
ば
よ
い
。
第
二
章
で
は
、

「
で
、
過
ぎ
別
れ
ぬ
る
事
、
返
々
本
意
な
く
こ
そ
お
ぼ
え
侍
れ
」
（竹
取
物
語
）
の

よ
う
に
、
順
接
仮
定
条
件
で
順
当
な
帰
結
の
顕
れ
な
い
連
接
表
現
を
取
り
上
げ

る
。
直
感
的
に
、
「個
別
的
な
筆
の
逸
れ
」
と
見
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
の
種
の
表

現
が
、
実
は
社
会
的
に
許
容
さ
れ
て
い
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

本
章
で
は
、
古
文
を
解
釈
す
る
と
き
、
直
感
に
依
存
し
た
り
、
安
易
に
誤
写
の

可
能
性
を
考
え
る
こ
と
の
陥
穿
が
示
さ
れ
る
。
文
法
の
知
識
の
必
要
性
を
再
確

認
す
る
意
味
で
、
古
典
文
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
必
読
の
章
と
言
え
よ
う
。

第
二
編
は
接
続
法
の
推
移
の
実
態
と
そ
の
根
底
に
あ
る
原
理
に
つ
い
て
考
究

さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
中
心
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
複
文
構
成
に
関
す
る
総
論

（第
五
章
）
を
ふ
ま
え
て
、
各
章
で
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
編
に

お
い
て
、
最
も
重
要
な
概
念
は
、
「句
的
判
断
の
対
象
化
」
（前
句
の
判
断
を
後



句
と
の
相
関
に
そ
な
え
て
自
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
、
対
象
化
す
る
こ
と
）
で
あ

る
。
第
六
章
で
は
、
こ
の
概
念
を
用
い
て
、
接
続
形
式
の
推
移
が
統

一
的
に
説

明
さ
れ
る
。
接
続
形
式
は
、
文
脈
依
存
的
な
も
の
か
ら
形
式
明
示
的
な
も
の
ヘ

と
推
移
し
、
分
析
化
し
て
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

「句
的
判
断
の
対
象
化
」
を
強
め
る
方
向
に
変
容
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
流

れ
の
中
で
、
「な
り
」
「た
り
」
と
い
う
助
動
詞
や

「も
の
」
「
か
ら
」
な
ど
形
式

名
詞
が
接
続
形
式
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
が
鮮
明
に
な
る
。
今
後
は
、
本

編
で
示
さ
れ
た
見
通
し
の
も
と
で
、
助
詞
、
助
動
詞
等
の
個
別
研
究
と
連
携
し

な
が
ら
、
よ
り
細
密
に
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
格
助
詞
が

接
続
助
詞
に
変
容
す
る
過
程
、
接
続
詞
の
成
立
す
る
過
程
、
原
因
理
由
表
現
の

変
遷
な
ど
、
本
編
は
認
知
言
語
学
の
立
場
に
お
い
て
も
興
味
深
い
事
実
と
論
を

提
供
し
て
い
る
。

第
二
編
で
は
、
「現
実
仮
定
」
に
関
す
る
個
別
的
な
問
題
が
考
究
さ
れ
て
い
る
。

個
別
的
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
接
続
法
の
本
質
に
つ
な
が
っ
て
く
る

も
の
で
あ
る
。
ど
の
章
も
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
、
本
書
で
書
き
下
ろ
さ
れ

た
、
第
十
五
章
、
第
十
六
章
を
見
て
み
よ
う
。
第
十
五
章
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「さ
り
と
も
」
「さ
り
と
て
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
「さ
り
と
も
」
と
文
末
助
動
詞
と
の
共
起
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
、
叙
法

副
詞
と
の
連
続
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
連
語
形
式
の
分
析
は
従

来
の
研
究
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
第
十
六
章

で
は
、
「
い
か
に
～
と
て
」
「な
ん
ぼ
な
ん
で
も
」
「
い
く
ら
な
ん
で
も
」
の
分
析

を
通
じ
て
逆
接
仮
定
に
お
け
る
不
定
詞
の
働
き
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「限
度

超
過
表
現
」
と
い
う
問
題
設
定
そ
の
も
の
が
斬
新
で
、
著
者
な
ら
で
は
の
切
り

口
と
言
え
よ
う
。
不
定
詞
に
つ
い
て
は
、
「日
本
語
疑
間
表
現
通
史
』
（平
成
二

年
、
明
治
書
院
）
で
の
成
果
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
全
体
を
通
じ
て
、
著
者
の
立
場
は

一
貫
し
て
い
る
。
著
者
は
言
語
現

象
の
連
続
性
を
重
ん
じ
る
。
機
械
的
な
分
類
、
振
り
分
け
を
せ
ず
、
言
語
現
象

の
連
続
す
る
あ
り
方
を
大
切
に
す
る
。
そ
し
て
、
単
に
事
実
を
羅
列
す
る
の
で

は
な
く
、
常
に
言
語
現
象
の
説
明
、
解
釈
を
試
み
て
い
る
。　
一
見
、
当
た
り
前

の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
従
来
国
語
学
の
研
究
の
多
く
が
、
分
類
至
上
主
義
、
事

実
羅
列
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
著
者
の
よ
う
な
立
場
は
む
し
ろ
少
数

派
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
現
象
の
説
明
、
解
釈
は
本
書
の
最
も
魅
力
的
な
部

分
で
あ
り
、
著
者
と
読
者
と
が

一
戦
を
交
え
る
場
で
も
あ
る
。

説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
書
で
は
文
構
造
の
記
号
に
よ
る
表
示
法

（第
七
章
以
下
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
示
法
を
説
明
上
の
工
夫
と
だ

け
見
て
し
ま
っ
て
は
、
本
質
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
前
著
の
論
が
意
味
中

心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
構
造
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
推
移
は
構
造
の
変
容
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
著
者

は
文
構
造
と
表
現
主
体
の
分
析
意
識
と
の
相
関
と
い
う
観
点
か
ら
推
移
を
捉
え

よ
う
と
す
る
。
新
た
に
用
い
ら
れ
た
説
明
法
は
方
法
論
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
係
り
結
び
と
接
続
法
と
の
連
絡
が
果
た
さ
れ
て
い
る
点
は
、

本
書
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

近
年
現
代
語
の
研
究
に
お
い
て
複
文
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
本

書
の
著
者
は
既
に
前
著
の
段
階
で
体
系
的
な
複
文
研
究
の
枠
組
み
を
提
示
し
て

い
た
。
爾
来
着
実
に
研
究
を
積
み
重
ね
、
そ
の
成
果
を
本
書
に
お
い
て
結
実
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
と
き
に
著
者
の
論
考
は
難
解
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
他
の
論
考
と
同
様
、
本
書
に
関
し
て
も
そ
の
評
は
全
く
当
た
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
も
し
難
解
さ
を
感
じ
る
な
ら
、
そ
れ
は
直
ち
に
読
者
の
力
量
不
足
を

意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
質
の
高
い
論
考
は
常
に
読
者
の
力
を
試
す
も
の
で
あ

る
。
２

九
九
六
年
二
月
、
和
泉
書
院
、
三
〇
二
頁
、
本
体
価
格
九
〇
〇
〇
円
）



付
記
　
本
書
に
つ
い
て
は
、
小
林
賢
次
氏
に
よ
る
書
評

翁
国
語
学
』
第

一
九

集
、
平
成
九
年
九
月
）
が
あ
り
、
本
書
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
参
考
に

る
点
が
多
い
。

―
―
大
手
前
女
子
大
学
助
教
授
―




